
天
香
久
山
ふ
も
と
の
東
南
に
位
置
す
る
当
町
で

市
営
斎
場

が
昭
和
六
二
年
に
、
橿
原
市
昆
虫
館

が
平
成
元
年
に
、
香
久
山
体
育
館

が
同
五
年
に
続
々
と
開
場
・
開
館
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
施
設
を

訪
れ
る
市
民
と
の
ふ
れ
合
い
が
多
い
、
橿
原
市
内
で
も
た
い
へ
ん
ユ
ニ
ー
ク
な
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
当
地
は
、
十
市
郡
に
属
し
て

南
山
村

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
寛
文

元
禄
年
間
（
一

六
六
一

一
七

三
）
に

池
尻
村
を
分
村
し
た

と
い
う
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

南
山
村
と
し
て
江
戸
時
代
を
過
ご
し
た
あ
と
明
治
時
代
に
入
っ
た
村
は
明
治
二
二
年
、
香
久
山
村
の

大
字
南
山

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
よ
り
前
の
明
治
一
五
年
ご
ろ
は
、
戸
数
が
三
一
戸
で
人
口
二
三
一

人
に
牛
二
頭
を
飼
う
静
か
な
農
村
（
町
村
誌
集
）
で
し
た
。

昭
和
二
八
年
に
一
部
農
家
が
暖
地
リ
ン
ゴ
の
植
栽
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
果
実
の
な
り
が
思
わ
し
く

な
く
採
算
も
取
れ
な
か
っ
た
の
か
現
在
、
町
中
に
リ
ン
ゴ
の
木
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

当
地
が
昭
和
三
一
年
九
月
に

桜
井
市
大
字
南
山

と
な
り
同
年
一

月
、
橿
原
市
へ
編
入
さ
れ
現

在
の

橿
原
市
南
山
町

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
江
戸
時
代
に
分
村
さ
れ
た
池
尻
村
は
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て

橿
原
市
東
池
尻
町

と
な
っ

て
い
ま
す
。

昆
虫
館
な
ど
施
設
が
次
々


